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Motoo　Sat6，：Katsuji　Tokukura，T6ru
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　　In　summer　of1951，the　authors　surveyed

the　molybdenum　deposit　at：Kokurobe　mine
in　the　northem　area　of　hig亘mountain　land

of　the　so－called“Japan　Alps，’．

　　There　are　numerous　molybdenitequartz－
veins　of10～3b　cm　width　iII　biotite　grani重二e

mass，which　run　parallel　each　others、beihg

contro11ed　by　the　almost　horizontal　joint

system．

　　The　total　reserves　are　summed　up　to　ten

thousand卑etric　tons（3to6％MoS2）at
least，and『there　wili　be　many　researveざof

unknown6resinthearea．
　　The　exploitation　of　the　unknown　area一一

namely　the　northem　trend　of　the　veins一一

areespeciallyneeded．

　　　　　　　要　領
1．　本調査は、富山縣廃の依託に．より，』昭和26年8月

に行われたものである。

2．本鉱山は黒部峡谷の奥地，海抜2，200m内外の

高地に位置し，稼動日数には大きな制約を受けている

が，交通・蓮搬は，その割に比較的恵まれている。

3・本鉱山の水錯鉱床ば，黒雲母花嵩岩中の多数の李

行な節理面（緩傾斜）に澹うて貫入した，多数の含輝水錯

鉱石英脈であり，母岩との鏡界は明瞭そある。

4・本鉱両は大正年問盛大に稼行され・当時全國水錯

鉱産額の邉孚数を生産したことがある0

5．現在稼行中のものは，大正年間の旧坑の南に位置

　＊富山縣縢依頼調査，毅表許可昭和，27年10月
＊＊鉱床部

＊綜北髄支所
料綿名古屋通商産業局北陸鉱山事務所畏

する大窓10番および小窓2番の2坑で，いまだ本格的

施業に入つておらず，生産は僅少である。

　6・上記2坑および休止中の小窓1番坑を含めた鉱量

約1万t，脈内品位3～6％程度と見られるが，未調査部

分の予想鉱量を加えれば相当に増大する見込である。

　7・今後の調査探鉱は第1に北方の旧坑に向つて進め

るのが得策であろう。

　8．現在の採鉱は相当に非能率的であり，．技術的に見
’
て
改
善 すべき点が少なくない。・、

　　　　　　1．緒　言’
　富山縣聴の依託により，命を受け昭和26年8馬約

4旬に亘り，富山縣小黒部鉱山水鉛鉱床の開発に資する

調査を実施した結果をここに報告する。

　なお本鉱山に関Uては，すでに次の調査報告が公表さ

れているo

翻熱磁嘩報文
　（富山縣，昭和25年度地下資源調査報告p，p，13）

　　　　　2．位置および交通

鉱床の位置は，黒部∫lLヒ洗の奥地である富山縣下新川

郡内山村および車新川郡立山村地内にあり・劔岳（3，003・

m）の東北に接する池ノ李山（2，700m）を中心とじ・大窓

雪漢から小窓雪漢に亘る小黒部川源頭一帯の地域であつ

て，、すべて標高2，000・》2，300mの高地にあるo、

交通は富山地方鉄道黒部線宇奈月駅下車，関西電力株

式会杜專用軌道に乗換え，黒部川を湖ること3時間余

で，、阿曾原（標高850m）に着き，これより徒歩で仙人山

（標高2，200m）を越えシ池ノ李鉱山事務所（登山小屋と

隣り合つて建つ）に至る。この間6．5kmは2徒歩で登

り5時間，下り3時間の行程であり，資材の蓮搬・鉱石

の搬出等從来すべて入背によつていたが，最近軽便索道

の敷設が完成Lたので，蓮搬関係はすこぶる便利となっ

たo

なお阿曾原・宇奈月間の軌道（全25km）も蓮搬に利

用できるので，黒部奥の高山地幣の割に埠較的交通・輸

邊に恵まれているといえるo
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　　　　　　3．気　候
標高2，000m以上の高地であるから・冬季は積雪：の

ため交通杜絶し，10丹孚ば頃よりi翌年5月末までは稼行

不可能に陥いる。したがつて可動日数は1年を通じて5

ヵ月間以下に止る。

　　　　　4．沿革および現況

大正初年，下新川郡愛本村晋沢某の発見に係り，同村

寺田某の手を経て，東京都岸一太の所有となり，大正5

・》7年にかけては從業員約1，000人を擁して盛んに稼行

されたことがある】）Q．大正7年秋休山し，同14年日本

電力株式会硅の手に移つたが長年の間稼行されず，昭和

16年に至り株式会杜日本電解製鉄所、（日本電力の子会

肚）の所有となり，同19年小黒部鉱業株式会批の名儀に

移り，同年6月から再開され，．本格的操業に移りつつあ，

つたが終職後21傘9月休山した。その肇昭和26年3月

日本興業株式会赴の手に移り，同年5月から再開され

たo

　現鉱業権者＝　日本興業株式会祉

　鉱区番号：　富山採登第34号

　鉱区面積＝757ぞ572蜂．

　現在鉱山事務所（鉱業所）を宇奈月におき’，阿曾原に中

継所を設け，池ノ李の採鉱場と合せて小黒部鉱山と呼ん

でいるo

　採鉱：　i繋孔はすべて手掘りで行われているにもかか

わらず，坑道加背は比較的大き’く，各坑とも耶均5・尺×

6尺，はなはだしし1のは7尺×8尺程度の部分もある。

掘進方向も不定で・富鉱部を追つて「ぬき掘り」した個所

が多く・坑内図に見られるような不規則な坑道を持つて

いるo
　選鉱：坑口へ人背により搬出された鉱石は，数名の

選鉱婦により手選が行われているにすぎない。

　蓮搬＝、坑口で手選された鈴および精鉱は軽便索道で

阿曾原へ搬出し，さらに軌道によ軌宇奈月駅に蓮ばれ

るQ

　生産量＝．大正5’》7年の稼行当時は第1表の如く，

本邦第1位の実積をあげた。また昭和16【り20年間の生

地質調査所月報（第4巻第2号）r
　　　　　　　　　才
　　　　　　　　　　　　　　第　　2　表3）

第　 1　表2）

　鉱　　石　　　　22　t（10・》30％MoS2）

　砂　　鉱　　　　　9　t（5～7％MoS2）

　　金白　　　　0．2t（90％MoS2）
産は，計16t（MoS295％）の記録があり・昭和26年6

月中旬より8月初旬までの生壼量の合計は第2表の通り

である。

　　　　辱　5．地　質
北アルプスー幣に広く分布して，諸々の高嶺群を形成

している黒雲母花嵩岩は，処々に水錯鉱を胚胎すること

があるが，当鉱区附近はその1部に当り，古ぐから小黒

または劔岳近傍の水錯産地として知られている。

当鉱区附近の地質は下記の通り，すべて花崩岩系の貴

石からなるQ粗粒黒雲母花崩岩・細粒黒雲母花嵩岩・石

英閃緑岩・石英斑岩・角閃班岩。

粗粒黒雲母花醐岩は鉱区の大部分を占めて広く分布す

るが，．阿曾原よりの肇山道路において角閃石を含み，次

第にその量を培して角閃石黒雲母花闘岩に移過する部分

がみられるo

本岩ば節理に富むが，3方向の節理の中，走向NS）

傾斜W15G前後のものが最も優勢であり，互に直交す

る走向：NSおよびEW，傾斜いずれも垂直に近い2種

の節理も発達する。最も優勢な緩傾斜の節理構造が，水

錯鉱床の生成を支配したことは，後述の通り著しい事実

であるQ

細粒黒雲母花闇岩は鉱区東部に露われ，石英斑岩を挾

んで粗粒黒雲母花嵩岩と接しているが，鉱区外の観察で

は後者を貫く所があり，また粒度が次第に粗粒となつて

後者に移過する部分がみられるo

　石英閃緑岩は粗粒黒雲母花崩岩中に不規則塊をなして

介在L，部分によつて閃緑班岩質の岩相を呈する。

　石英斑岩および角閃班岩は，岩脈として粗粒黒雲母花

崩岩中に貫入するが，走向NS系のものが多く，幅はお

おむね1～10mを普通とするが，地域東部には，幅

100m以上のものが分布している。

年刻小黒部鋤、全．馴 備一　考

糎5年1511轟円）1331111謡円）　　　　　　　　　　　　大正5年の全世界
　　　　　　　　　　　　の産額は300余t
グ剛71撫内）t12tlll輪円）　　　　　　　　　　　　であるQ

　　　　　　　　　　　　品位MoS290％
グ7年13a撫円）1411繍円）　　　　　　　　　　　　程度

　1）當時の産額は後出
　2）淺井郁太郎＝工業鉱物，大正9年（1920）による。

6．鉱　床
鉱床母岩は粗粒黒雲母花崩岩および石英閃緑岩であ

る。’鉱床はこれらを貫く含輝水錯鉱石英脈ゲおξび母岩

．中に鉱染したものであるが，後者は稼行に耐えるものを

みない。前者は粗粒黒雲母花崩岩の節理に滑つて貫入し

た石英脈であるが1これらのうち，前述の如く永李に近

い緩傾斜の節理に漕うもの（走向NS，傾斜W15Q塚

下）が水錯の含有多く，稼行の対象となつている。

2一一（76）

3）鉱山側資料にょる。
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つものが多く，な

か！こは鉱脈と同じ

傾斜を有するもの

もあるoさらにそ

の分布は鉱脈に接

近して多いようで

あり，これら岩脈

ど鉱脈との関係

ほ，今後の調査に

蔑された問題であ

るo

　石英閃緑岩中にー

・鉱朕が入つた場合

は，鉱脈は狡ノ」、と

なり，水錯の含有

も少なくなる傾向

がみられるQ

　大窓10番坑・小

窓1番坑および小

1窓2番坑等ば，い

，ずれも鉱床地質学

的には大差はな

いρただ，大窓10

－番坑および小窓1

番坑においては乳

比較的純粋の含輝

“水錯鉱石英脈であ

るが，小窓2番坑

では，脈中に黄鉄

鉱・黄銅鉱・閃亜錯

・鉱を微量含有して
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第4圖　小窓2番坑品位分布圖

第　3　表

・鉱

量

算
出
基
準

大窓10番坑

小窓1番坑
小窓2番坑』

　計
大窓10番坑

小窓1番坑
小窓2番坑

1確驚鉱量
500（6％）

500（3％）

500（3％）

　1，500

　　90×20
1002×1／2・》既採掘量

70×60×1／2～既探掘量

障定鉱量
1，000（6％）

700（3％）

600（3％）

　2，300

45×40十90×20

　1002×V2

　35×60

セ

1予想鉱量
3，800　（6％）

1，400（3％）

；・200（3％）

　6，400

45×80十135×40

確定＋推定

確定＋推定

計

5）300（6％）

2，600（3％）

2，300（3％）

10，200

備考　鉱量欄の軍位はち（）内は李均品位M・S2％

　　算出基準欄の電位はm，比重は総て2・8を用いた。

’いる部分がみられるσまた母岩は前2者に較べて，石英

一閃緑岩の部分が多い。

　大窓10番坑坑内西南部にみられる閃亜錯鉱・黄鉄鉱鉱

，1脈は水錯鉱脹とは異つて，母岩の節理面に支配されず，

1走向はほぼ：NS，傾斜50・）70QWを示すQ

　また幽小屋の東方，細粒花崩岩中にも微量の黄鉄鉱・

i．閃亜錯鉱・輝水錯鉱の不規則ノ」、脈あるいは鉱染がみられ

二ゐ汎いずれも稼行贋値は詔められない0

　　　　　7．品位および鉱量
坑内各所における脈内品位は化学分析によらず，脈内

における石英の部分と輝水錯鉱の部分の面積比により測

定した5）Q附図に記入した品位はこの測定値であるQ鉱

量計算に当つては，その測定値を坑別に算術平均したも

のを用し♪たQ

　鉱量および準均吊位ならびにその算出基準を・第3表

李
均
脈
幅

0．1

0．05
0．1一

に1括してかかげたQなお，これらのほかに相当量の鉱

量が予想されるが，探鉱開発の不充分なため，あるいは

余りに地形が峻鹸なだめ，今回は調査不可能だつたので

計算することができず，本表からは省いてある。

　　　　　8．探鉱意見臼
既述の事項中より探鉱に必要なものを列挙してみる

とシ

5）實際の測定に用い弛方法は，坑内各所における含輝水鉛鉱石英脈

　に1。5cm程度の目盛の金網（市阪の餅燦網）をあてがい，石英な
　らびに輝水鉛鉱の上にくる針金の交黙の数を讃み取る。しかして

　脈石英上の交黙の籔・……・…・…・…6……一・傑｝
　輝水鉛鉱上の交黙の数・・…・・…………・・一一●’m

　脈石英の比重一……・・………・・…・…・……・2．5

　輝水鉛鉱め比重i………………・・9・………・・4．7

　輝水鉛鉱の鉋中のMoS2・……………・・…・90弘
　とづ一れをぎ，求める脈内品f立Xkよ

　　　　　じマゆ　　　　
　む

　　x『失「7喫tす嚇qQx否で表される・

5一（79）



地質調査所灯報（第4雀第2号）’

　1）本地域の鉱脈の分布状態を広くみれば，池ノ李山

中腹において標高2，300m前後に上部鉱脈群，同2，000m

前後に下部鉱脈群があり，これら2つの脈群はおりおの

30m程度の幅を有し・そのなかに数枚の鉱脹が胚胎さ

れているように観察されるQ　　　　，

　2）、地形峻瞼なため近接しがたいが，これら2っの鉱

脈群の間にも相当の鉱脹が賦存するらしい。

　3）大窓10番坑・小窓敦番坑は上部鉱脈群に属し，小

窓2．番坑は下部鉱脈群に属す。

　4）　鉱脈は含輝水錯鉱石英脈で，粗粒花嵩岩および石

英閃緑岩の中に胚胎する。

　5）鉱脈は節理の最もよく発達する粗粒花崩岩中で肥

大し，石英閃緑岩中においては狡小となる、Q

　6）・一般走向：NS，平均傾斜150Wであり，、李均脈

幅は大窓10番坑および小窓2番坑ではともに約・10cm，

小窓1番坑では約5cmである。

　7）’李均品位は大窓10番坑では約6％MoS2，小窓

1番坑および2番坑ではともに約3％MoS2とみられ

るQ

　颯上の各坑ならびに全般的事項から次の探鉱意見を持

つ0

　1）今後当分の間，主力を大窓10番坑に注ぐこと。

　2）犬窓10番坑において，西方向，すなわち鉱脈の傾冒

斜方向，ならびに北方向，すなわち走向方向に鑓押して

探鉱坑道を掘進すること0

　3）大窓10番坑において，現在採掘中の鉱脈の上下

にある鉱脈を，露頭より坑道掘進によつて探鉱するこ

とQ

　4）　大窓10番坑と小窓1番坑とをつなぐ探鉱通洞の

掘進。

　5）小窓1番貌および同2番坑の残鉱の調査および探

鉱。　　・　．妙

　6）　下部鉱脈群で，池ノ李小屋以北の部分，すなわち

大窓雪漢に滑つて旧坑の分布する地区，特に往時盛大に

稼行された大窓1番坑附近の探査Q

　7）鉱区外に亘るさらに糟密な地質調査の実施。

颯上の事項を事情のゆるす限り実施することが必要と

考えられるQ・

9．採鉱および選鉱等に関ずる意見

　操鉱および選鉱に関して現況に対する批判と，将来の

計画に関する意見を列挙する。

　1）現在の錦道加背は既述の通りであ弘余りにも不

経済である。今後は3尺×4尺程度に縮小すべきものと

考えるQ

2）掘進方向に関しては，計画性を持ち「ぬき掘球に

行わないごと。すなわち必要颯上に坑道の屈曲を生ぜし．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳
めないように注意すること◎

　3）坑道掘進に当1り，常に鉱脈を天井に置くよう留意

外きこと・

　4）発破孔ぱ母岩に穿つようにし，モリブヂソの剥離

粉失に注意し，鉱石は極く弱い小発破か，，できれば「た．

がね」と槌だけで落すがよい。

　5）母岩が堅牢なため，規則的に残柱を残す必要もな

いと思われるが，常に天井の題裂の状態に注意し，特吋一

ピラミヅド型の題裂を生じた場合には充填を忘れて嫉な．

らない6

　6）大窓10番坑においては，最西端15』m・程掘進し’

て中止してある旧坑道を，走向方向に眞直ぐ南向きに掘

進して，掘上りをかけるとよいoさらに傾斜に沼つて卸

しをかけ，5m聞隔位に走向方向に左右に片盤坑道を切・

、つて，上向きに操掘すべき・であるQこの卸の長さは20m・

位が適当と思われる◎

　7）小窓2番坑においては，現在掘進中の坑道をさら

に走向方向に北向きに掘進延長するとともに，下2番坑，

道の東向き屈曲中先端より，上坑道に耶行に掘進延長し

て掘上りをかけるとよい0

　8）現在は手掘りにより掘進しているが，・母岩が硬

く，カ・つ稼動期間に制限カミある当鉱山においては，・特に

難岩の機械化をはかることが有利であろラQ

　9）機械化の場合，その動力は，ディーゼルエソヂソ

によるの炉最良と考える0

　10）圧縮機は，往復式30馬力程度のものを用いれば，

1台で墾岩機（S－49）を2台蓮鱒できる。ただし各坑毎、

に設けねばならない。

　11）機械据付の場所は冬季の雪害を考えて。圧縮機は

坑内を利用するのがよいが，ディーゼルエンヂンは・，悪，

質ガスの排出を考慮して坑口附近に置き，ベルト掛け蓮．

轄をすべきであろう。

　12）坑道加背を3尺×4尺に縮小するため．墾岩機0

スタンドは，小型のものを特に注文する必要がある。

　13）機械化完成後の採掘量の問題に関して，次の仮定

をもうけるoすなわち

　切羽の高さ………・……1．30m
　母岩の比重・・………・…・2．7．

　孔繰り深度…・…………0．70m

　墾岩機1台の採掘量（最低）一……5t．

　しかるときこれより計算して，切羽の幅を2mまで

拡げることができる。故に切羽の加背ば，2m×1．3m．1

程度で掘進するとよい。

　14）以上の加背の場合，発破孔は上下2段に各3水．『
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・中乗左右に2本の芯抜きで計8本あれば充分であろう。

墾岩機の孔繰り速度を15cm／分とおさえても各孔70cm

であるから，計40分で難孔は完成する。故に1日1方，

難岩機1台で充分5tを採掘しうる。

　15）各坑別の年間採掘鉱量を考える。

　大窓10、番坑の場合，脈幅李均10cm，25日稼動5カ

月間で，繋岩機2台を蓮韓した場合，粗鉱約90t（MoS2

6％）カミ探掘可倉旨である。

小窓2番坑の場合，脈幅5cmで，大窓10番坑と同

様な條件のもとに，粗粒採掘量は50t（MoS23％）と・

なるQ
　このおのおのより選鉱実牧率90％として，1MoS290

％程度の精鉱約6．3t が得られる計算になる・

　　　　　　　　　　（昭和26年8月調査）

553．69：550．85（522．2）：622．369

長崎縣五島幅江島のダイアス求アおよび蠣石鑛床調査報告

岩　生　周　一冊

出　田　正　i春鼎

浜　地　　忠　男煉

井　上　秀　雄繍

R6sum6

Pyro互》盤y墨lite　a駐d　Dias墨》ore

　　－DepOS五ts・in　Got6　　、し

　　豆s互a蝸s，Ky豆曲豆

　　　　　　　　by
　Sh豆ichi　Iwao，Tadao　HamcHi，Masaharu

　　　　Yama（ia＆Hi（1eo　Inoue

　　Got61slands，Nagasaki　Prefecthre，is　the

13rgest　loca亙ity　in　pro（iuction　o｛diaspore　in

J琴pan，about150metric　tons　of　monthly

outputofdiasporeand1，300metrict・nsof
the　other　pyrophyllitic　ore，　yielded　from

about　twenty　five　groups　of　ore　deposits．

　　These　ore　deposits　have　been　exploite（i

in　several　mines，among　which　Got6mine　is

th．e　Iargest，and　Tao　mine　the　next。

　　The　commodi口es　comprises　pure　dias一
・pore，　diaspore・rich　pyrophyllite，　（iiaspore・

corun（1um－rich　pyrophyllite　an（i　pyrophyllite

ores，and　those　are　used　for赫gh　aluminous

refractories，common　aluminouS　refractories
and　coating　or　fi11er　raw　materials，respec廿

vely．

　　The　ore　deposits　are　of　hydrothermal
origin　and　occur　as　massiv“，veir卜form，1en－

tlcular　in　form，or　as　pedded　bodies　replacing

some　beds　of’the　Eocene？formations　and

t耳egranitep・rphyrywhichinvadedint・the
sediments．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　The　ore　shoots　seems　to　be　restricted

＊　地質部・鉱床部象任

＊＊鉱床部

along　the　general　trend　ofNE－SWdirection，

and　on　the　domal　roofs　of　the　sediments，・

so血etimes丘11ing　small　fractures　in　hgst
rocks．

　Theyareusuallymantledbythe魚ick、、
shells　of　altere（1rocks　in　successive　zones，

丘o出imer　to　outer　enumereted　as　fo116ws：

Diaspore→d玉as口ore。rich　pyrophyliite→pyro・

phyllite　ore→poor　pyrophy11玉te．

　Tne　prospecting　of　the　neW　ore　deposits

around　the　developed　area　may　proceed　wi－

thout　（乳i缶culty　as　the　geological　features，

known　by　this　work，manifest　the　positions

of（ieposits　in　the　area．

　　The　ore　reserves　are．estimated　as　fo1・

10ws：

（metrictons）

coating　and丘11er　use

SK30
SK32，

SK34
crucible　use

diaspore－rich　ore

diaspore　ore

prQspective

and　probable

315，500

40，000

8，000

7，300

11，000

35，300

available

215，000→噂α

30，00α，，

5，000『，，

3，500　，，

7．000　，，

19，600’　，，

　　　　　　　要　約
1．五島幅江島が蟻石，特にダイアスポアの産地とし

てのわが國における重要度に鑑み，主として残存鉱の賦

存状況と鉱量の確認および今後の探鉱開発方針の確立を

目的として，昭和26年3月孚ばから約1カ月間に亘り・

五島砿山を中心とする約6×8km2の範囲の地質ならび
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